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２００５年１２月１３日 

 

 

 

 

 

明治安田生命保険相互会社（社長 松尾 憲治）では、昨年９月より行なってきました「明治生

命館」のリニューアル工事完了にともない、一般公開を１２月１７日（土）より、再開いたしま

す。 

明治生命館のリニューアルは、昭和の建造物として初めて国の重要文化財に指定されたその意

匠性は、忠実に保存しつつ、１階は当社の丸の内お客さまご相談センターや一般の方々に自由に

おくつろぎいただけるラウンジとして、３階以上は賃貸事務所として、将来にわたって有効に活

用していくという、街区再開発の基本的な考え方に基づき実施しています。また、昨年９月にオ

ープンした明治安田生命ビルともアトリウムを介して接続し、「歴史」と「先進」の両空間を自由

に回遊できるようにしています。 

今回の一般公開では、重要文化財として国民の貴重な財産を、より広く親しんでいただくため、

従前よりご覧いただいていた１階の丸の内お客さまご相談センターに加え、２階の執務室や戦後

連合国軍最高司令官の諮問機関である対日理事会の会場としても使用された会議室など、文化的

価値の高い主要室も見学いただけるようにいたしました。 

１９３４年の建設以来、昭和の激動期を乗り越え、今日まで７１年の歴史を刻んできた明治生

命館は、重要文化財として保存されながら、現在も有効活用されています。従いまして、一般公

開は、土曜・日曜に限定させていただくことをご理解いただきたいと考えます。 

今後も、丸の内の都市景観の形成と活性化に貢献するとともに、一般公開を通じて皆さまに重

要文化財をより身近に親しんでいただきながら、明治生命館の維持・保存に努めてまいります。 

 

＜一般公開概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

リニューアル工事完了 

重要文化財 明治生命館 一般公開のお知らせ 
～１階の丸の内お客さまご相談センター、２階の会議室、執務室、資料・展示室等を公開～ 

○ 所 在 地：東京都千代田区丸の内２－１－１（東京メトロ千代田線二重橋前駅３番出口） 

○ 公 開 日：土曜・日曜（１２月１７日<土>以降。年末年始およびビル定期点検日は除く） 

○ 入 館：無料 

○ 公開場所：１階：丸の内お客さまご相談センター、２階：会議室、執務室、資料・展示室等

○ 公開時間：１１：００～１７：００ 

○ お問合せ：明治安田ビルマネジメント丸の内センター ０３（３２８３）９２５２ 
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＜一般公開エリアの概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（１階丸の内お客さまご相談センター） 

 

 

 
（２階会議室） 

 

 

（資料・展示室イメージ）

（２階回廊） 

○ 広く一般公開を再開するにあたり、従前よりご覧いただいていた１階の丸の内お客さまご相談セ

ンターに加え、戦後対日理事会の会場としても使用された会議室（マッカーサー総司令官もこの

会場で開催された会議に出席しています）や執務室など、とりわけ文化的価値の高い２階の主要

室も見学いただけるようにいたしました。 

○ 重要な史資料を後世に残すアーカイブの確立と日本近代建築史の資料公開によって研究発展へ

の寄与を目的に資料・展示室を新設しました。主要室とあわせて一般公開をいたします。 
○ 資料・展示室のコンテンツについて 
【パネル展示】 
・明治生命館の建築、明治生命館を作った人々、明治生命館の足跡の３テーマで紹介 

【ディスプレイ展示】 
・明治生命館の建築について、タッチパネルを活用した３Ｄコンテンツで紹介 

【デジタル記録・資料閲覧システム】 
 ・パソコンを使って明治生命館関連の史資料データを検索・閲覧 
【映像】 
 ・創建当初の記録映像をイメージ映像として再構成 
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＜明治生命館の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（明治生命館） 

 

 

＜丸の内 ＭＹ ＰＬＡＺＡ 概要＞ 

所在地 東京都千代田区丸の内二丁目 1番 1号 

敷地面積 11,346.78 ㎡（3432.40 坪） 

延床面積 明治安田生命ビル        147,134.43 ㎡（44,508.17 坪） 

明治生命館            31,762.00 ㎡（ 9,608.01 坪） 

明治安田生命ビル  明治生命館 階数・高さ 

地上 30 階、地下 4階、塔屋 2階 

最高高さ146.80ｍ 

地上 8階、地下 2階、塔屋１階 

最高高さ 36.00ｍ 

主な用途 事務所、ホール、貸会議室、店舗等 事務所、店舗等 

駐車台数 292 台 同左施設を共用 

設計監理 三菱地所設計 竹中工務店・三菱地所設計 

施工 竹中・大成共同企業体 竹中工務店 

   

 

１９３４年（昭和９年）に完成した明治生命館は、わが国近代洋風建築史上の代表作の一つに

数えられ、１９９７年（平成９年）には、昭和期につくられた建造物としては初めて国の重要文

化財に指定されました。 

設計は、当時を代表する建築家８名による設計コンペを制した岡田信一郎（他の代表作品：歌

舞伎座、日本銀行小樽支店等）。古典主義様式を採用したその威風は、明治以来の日本人建築家に

よる西洋建築習熟の終着点に位置するものといわれ、また建造物全体の構想や設備の充実度から、

昭和初期におけるオフィスビルディングの最高峰を示すものといわれています。 
また、１９４５年（昭和２０年）から１９５６年（昭和３１年）までは米極東空軍司令部（Ｅ

ＦＡＦ）として接収されるなど、まさに昭和の激動を乗り越えてきた明治生命館には、そのすみ

ずみまで時代の記憶が刻印されています。 


